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2012（平成24年12月25日発行）ー中地区地域のふれあいを広める会

凰払お隣
？郡開聞が

津野

よ，
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ま
う
。
恩
讐
地
域
の
輸
－

日
月
1
〇
・
は
日
「
第
2
7
回
一
中
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
二
日
目
は
、
心
配
さ
れ
た
雨
も
上
が
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安
全
防
災
部
会
　
安
　
正
機
州

安
全
防
炎
部
会
で
は
、
毎
年
餅
つ
き
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
前
日
か
ら
準

備
し
、
百
五
十
キ
ロ
の
餅
米
を
と
ぎ
本
番
を

待
つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か

ら
雨
模
様
な
の
で
、
予
定
よ
り
早
く
か
ら
始

め
ま
し
た
。

部
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
若
い
消
防
団
の
団

員
が
杵
つ
き
し
「
交
通
安
全
母
の
会
」
の
役

員
を
中
心
に
つ
き
た
て
の
餅
を
丸
め
、
あ
ん

こ
・
き
な
粉
・
白
餅
を
そ
れ
ぞ
れ
パ
ッ
ク
詰

め
し
、
三
百
円
で
販
売
し
ま
し
た
。

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
、
一
時
は
百
人
く
ら
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小
心

あ
り
ま
し
た
。
軒

り
、
二
日
間
で

の
力
作
が
展
示

6
0
0
0
人
の
来
場
が

内
に
は
、
各
サ
ー
ク
ル

れ
ま
し
た
。
館
外
イ
ベ

囲
い
の
お
客
さ
ん
が
並
び
二
時
間
も
待
っ
て
掴

鋼
い
る
ん
だ
よ
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
錮

掴
本
当
に
申
し
訳
な
い
と
思
い
な
が
ら
の
古
掴

銅
で
し
た
。
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啓啓尊

ン
ト
・
模
擬
店
は
、
雨
の
た
め
に
時
間
を

早
め
て
開
始
し
ま
し
た
が
、
各
コ
ー
ナ
ー

ロ
ボ
ッ
ト
展
示
・
実
演
　
　
　
掴

勝
田
工
業
高
校
　
吉
成
一
真
掴鼻

卓X▼
H
▲・り八▲×薗▼

H
1窃尊重申申尊尊顔⑳⑳顔鼻，リ÷母昏

私
た
ち
勝
田
工
業
高
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部

で
は
、
マ
イ
コ
ン
カ
ー
の
展
示
や
二
足
歩
行

ロ
ボ
ッ
ト
と
」
ハ
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
演
を

行
い
ま
し
た
。
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
当
日
は
雨

が
降
っ
て
い
て
、
今
年
は
中
止
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
天
候
が
良
く
な
り
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。
会
場
を
回
っ
て
P
R
し
た
の
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
が
見
に

来
て
く
れ
、
実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
を
体

験
し
、
楽
し
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。

来
年
の
コ
ミ
セ
ン

ま
つ
り
も
ま
た
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
展
示
や
実

演
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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石碑闇I撃
10月7日、第18回一中地区秋季大運動会が、長

堀小学校グランドで開催されました。小雨の中、

1時間遅れで始まった開会式。夜半から降る雨で

中止になった種目もありましたが、役員の懸命な

グランド整備と自治会の協力で、各種目熱戦が展

開されました。

蒜忘蒜顔癒ぽ ご～瀾胃艶」
役員によるグランド整備

こんなにひどいグランドの整備ご苦労様

幸福の玉入れ
小学生と60歳超が参加して‥

安全運転リレー
安全運転は、日ごろの心がけが肝心で■す

駅前南チーム

鯛朝晩
i吋

一中地区大運動会得点表

÷盲＼＼讐こ �中 �大 �西 �松長 � �大 �金 �富 �駅 �薬 �勝 �笹 �団東 �石青 根 �成 町 �中 根 �戸坂 �反 田 �平 �上 �士 山 �前 南 �師 ム lコ �眉 �野 �中 地銀 �川葉 

ぴん倒しリ　レー �2 �3 �5 �3 �4 �4 �5 �4 �5 �2 �2 �当 日 棄 権 �3 �不 参 加 

二　人　仲　よ　く �2 �5 �5 �2 �4 �4 �4 �5 �3 �3 �3 ��2 

心　を　一　つ　に �4 �2 �4 �5 �3 �2 �3 �3 �5 �2 �5 ��4 

安全運転リ　レー �4 �3 �5 �2 �3 �2 �2 �5 �5 �3 �4 ��4 

5 �2 �3 �3 �4 �4 �4 �3 �5 �2 �2 ��5 

5 �4 �5 �2 �5 �4 �4 �3 �3 �2 �3 ��2 

2 �2 �3 �5 �4 �3 �5 �4 �5 �3 �2 ��4 

間　　引　　　き �4 �2 �4 �5 �5 �4 �2 �2 �5 �2 �2 ��2 

2 �4 �3 �4 �5 �5 �4 �3 �5 �2 �2 ��3 

総　合　リ　レ　ー �5 �4 �3 �5 �5 �4 �4 �2 �3 � �2 ��3 

総　合　得　点 �35 �31 �40 �36 �42 �36 �37 �34 �44 �21 �27 � �32 � 

l疇　　　　　　　　位 �7 �10 �3 �5 �2 �6 �4 �8 �1 �12 �11 � �9 � 

未来へダッシュ
未来の紳士・淑女がスタート　一目散に走る子、周りが気になる子‥

あいにくの雨模様を吹

き飛ばす地区役員の頑張

りと、各自治会チームの

熱気が、今年も大運動会

を成功させました。老若

男女が力合わせて－大事

業を盛り上げる、一中地

区の未来に期待が高まり

ます…。（（＿（）／

応援団
ほらほら、しっかり頑張ってよ！

‾‾∵ヽ■凸■⊥■■■‾　　丁■　　　　　　　　　　　　‾‘■‾■■．∫▲．－　ヽヽヽ－　　■　■ヽ　＿．

二人仲よく
日ごろの運転テクニック披露目

」「＿＿＿二

心を一つに
久しぶりに手と享を取り合って…？

総合リレー
選手、観衆一体のフィナーレ

運
動
会
を
終
え
て

勝
日
駅
前
南
自
治
会

会
長
　
尾
曲
　
六
郎

小
雨
の
中
、
運
動
会
が
開
催
さ

れ
、
幸
い
に
も
三
年
ぶ
り
に
優
勝

で
き
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。
実
力
で
勝
て
る
種
目
は
綱
引

き
と
リ
レ
ー
で
、
他
は
運
が
左
石

す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
自
治
会
は
、
表
町
・
春

日
町
・
勝
田
泉
町
が
合
併
し
て
で

き
た
会
で
、
新
た
に
大
き
な
マ
ン

シ
ョ
ン
や
四
十
数
戸
の
住
宅
が
で

き
新
し
い
会
員
も
増
え
て
い
ま

す
。
運
動
会
や
練
習
を
通
し
て
、

新
し
い
人
た
ち
と
一
緒
に
参
加
で

き
た
こ
と
が
、
良
い
成
績
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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王′

踊りに支えられて
住谷　京子さん

大成町にお住まいの住谷京子さん（72歳）に、趣
味の日本舞踊（若狭流）についてお話を伺いました。
踊りを始められたのは、子育てが一段落した38歳の

とき。家の商売が忙しい中でも続けてこられたのは、

本当に踊りが好きで生き甲斐となっていたからでし
た。料理を工夫したり時間を有効に使ったりして仕
事や家事をきちんと済ませ、お稽古に通ったそうで
す。初めは渋々だったご主人も、お免状をもらう頃
には良き理解者となっていました。

今では長男に家業を譲り、悠々自適の生活。「主
人が57歳で倒れて介護が必要になっても、何とか頑

張ってこられたのは、私に踊りがあったからなんで
す」としみじみ話していました。

「踊りは、目線・首や手足の動き・内股での歩き方
などの基本を身に付けた上で、気持ちを表現する力
が要求されるので、本当に奥が深いです」「生徒さ
んに踊りを教えているときが一番楽しい。大舞台で

発表できたときは感無量です」と、話は尽きません。
住谷さんは他にもカラオケ・木目込み人形・編み物
など趣味が広く、お部屋には手作りの人形が多数飼っ
てありました。

粋に着こなす着物姿と姿勢の良さは、踊りで培わ
れたものと感心しました。

3了こノ　　う　　　ー〔J、
g　∵」

、、．＿　　　J

「【【‾†Y

】

琴蓼哲多参勤致
勝倉幼稚園

11月10日、勝倉幼稚露で園児・親・祖父母

107人が参加して三世代交流会が行われました。

各教室で園児たちが祖父母を紹介した後、先

生に教えていただいた英語でロンドンブリッジ

を一端に歌いながらゲームを楽しみました。普

段なかなか会えないおじいちゃん・おばあちゃ
んたちに、元気に遊んでいる様子を見てもらう
ことができました。

その後、プロによる迫力あるマヅ、ソクショー。

帽子の中から本物の鳩が飛び立つ様子に、園児

たちから歓声と共に驚きの声が上がりました。

園児たちは、三世代交流会を通して楽しいひと

ときを過ごしました。

え的のあし審し灯り日はのルにし6可ま全増罪 爛削甜 考極域も見不回色よ曜員有 

地域のわだい

馳観卑傑鰍嘲峨
中根小学校長　　小川　正一

中根小学校は「花と緑の環境美化コンクール」において、

ひたちなか市で最優秀賞、さらに県では茨城県造園建設

業協会長賞を受賞しました。

6月に、環境部会主催による「自然環境と親しむ会」が開

かれ　自治会や中根ときわ会■PTA・6年生全員でサルビ

アやペコ二アなどの苗を植えました。地域の方々に上手な

苗の植え方を教えていただきながら、1600本の苗を丁寧に

植えることが出来ました。その後、栽培委員会の子どもたち

を中心に草取りや水やりをしながら、大切に育てました。今

年の暑い夏を乗り切った花々は、2学期も中根小の子どもた

ちのように、たくましく美しく咲いています。学校と地域が

つながり、心を込めて育ててきた花が元気に育ち、その成果

が認められたことに、子どもたちはとても満足しています。

】

1

爛
勝田第一中学校

10月19日、毎年恒例の創輝祭（文化祭）が行

われました。午前の部は、英語スピーチ・理科研

究発表やコーラス部・美摘部・吹奏楽部■体操

部などの部活動や勉強の成果が体育館で披露さ

れました。午後の部は、ひたちなか市文化会館

に場所を移し、合唱コンクールが行われました。

学年毎に審査員が金・銀∵銅賞を決めます。歌

う前には、代表者のクラス紹介があり、あるクラ

スは友のために、また先生のため、そして一緒に

頑張ってきた仲間のために歌うなどの意気込み

を述べました。指揮者や伴奏者と心を一つにし、

真剣なまなざしで歌う姿に胸が熱くなりました。

3年の部優勝　8組

運
動
会
の
選
手
集
め
ー
・

乗
中
根
団
地
自
治
会

伊
野
　
　
昂

我
が
自
治
会
は
、
予
想
を

上
ま
わ
り
総
合
策
9
位
の
成

績
。
選
手
の
健
闘
を
称
え
た

の
ち
、
反
省
会
な
ら
ぬ
祝
勝

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
さ
や
か
な
祝
宴
と
な
り

ま
し
た
。
圧
巻
は
、
デ
ジ
カ

メ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
す
。
ピ
ー
ル
を
飲

む
手
を
一
時
止
め
て
、
ス
ク

リ
ー
ン
上
の
自
分
の
勇
姿
を

食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
な

が
ら
「
僕
は
ま
だ
ま
だ
走
れ

る
ソ
」
と
内
心
微
笑
ん
で
い

る
方
々
に
は
、
来
年
も
選
手

と
し
て
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
我
が
自
治
会
は

約
3
0
年
前
に
造
成
さ
れ
た
団

地
で
あ
り
世
帯
主
も
0
0
代
Ⅶ

代
が
中
心
で
、
2
0
代
3
0
代
男

女
の
層
が
薄
く
な
り
つ
つ
あ

り
、
三
世
代
構
成
の
標
準
的

な
ビ
ラ
ミ
ッ
ト
型
か
ら
極
端
に

ず
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

輪
投
げ
リ
レ
ー
・
ぴ
ん
倒

し
リ
レ
ー
二
一
人
仲
良
く
な

ど
の
団
体
競
技
の
選
手
集
め

は
何
と
か
な
る
の
で
す
が
、

問
題
は
地
区
対
抗
リ
レ
ー
や

総
合
リ
レ
1
の
年
代
別
の
選

手
選
び
に
な
る
と
こ
れ
は
大

変
で
す
。
最
後
は
、
会
長
の

人
徳
と
今
ま
で
の
経
験
・
班

長
・
組
長
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
・
各
種
団
体
な
ど
す
べ
て

の
方
々
の
地
緑
血
清
に
頼
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。厨

自
治
会
の
仕
事

薬
師
台
自
治
会

佐
藤
　
定
男

自
治
会
長
を
引
き
受
け
て

4
年
目
に
な
り
ま
す
。
何
も

わ
か
ら
な
い
ま
ま
安
易
に
引

き
受
け
や
っ
て
来
ま
し
た
が
、

今
は
大
変
な
仕
事
を
引
き
受

け
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

敬
老
会
・
夏
祭
り
・
運
動

会
・
福
祉
バ
ス
の
研
修
会

等
々
と
大
変
な
行
事
が
多
く

あ
り
ま
す
。
薬
師
台
は
他
の

自
治
会
と
違
い
、
市
営
の
集

合
住
宅
で
、
ア
パ
ー
ト
特
有

の
隣
接
に
馴
染
め
な
い
、
自

治
会
の
役
が
回
っ
て
く
る
な

ど
で
転
居
し
て
し
ま
う
人
が

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
地

域
の
輪
が
な
か
な
か
広
が
り

ま
せ
ん
。
自
治
会
で
は
、
ふ

れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
た
め

あ
れ
や
・
こ
れ
や
・
・
・

に
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
役
…

昌
と
協
力
し
て
や
っ
て
い
ま

す
が
、
建
物
の
老
朽
化
に
よ
…

り
転
居
で
自
治
会
員
1
1
0
一

世
帯
が
さ
ら
に
減
少
－
・

今
年
の
運
動
会
で
は
、
選

手
が
集
ま
ら
な
い
、
子
ど
も
W

が
い
な
い
た
め
に
、
一
部
競

技
に
参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
少
し
雨
に
降
ら
れ
ま
し

た
が
、
は
じ
め
て
豚
汁
を
作

る
な
ど
し
て
、
楽
し
く
運
動

会
に
参
加
で
き
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

一
部
の
自
治
会
が
、
い
ろ
い

ろ
な
理
由
で
運
動
会
に
参
加

で
き
な
い
の
は
と
て
も
残
念

で
す
。
自
治
会
や
一
中
地
域

の
ふ
れ
あ
い
を
広
げ
る
た
め

に
、
地
域
行
事
に
み
ん
な
で

協
力
し
て
積
極
的
に
参
加
し

て
い
く
こ
と
は
自
治
会
長
の

大
事
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
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この冬、1中コミセン入り口

に登場したペットボトルツリー

今年の夏は猛暑で水やりが間に合わず、植物
がカーテンに育つ前に枯れてしまったお宅が多
かったのではないでしょうか。1中コミセンの

職員が育てた「グリーンカーテン」を参考に、
来年は挑戦してみてはいかがでしょう。

勝倉城跡（勝田市史より）
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現
在
、
勝
倉
小
学
校
と
勝
倉
幼
稚

園
の
敷
地
に
な
っ
て
い
る
富
士
山
と

呼
ば
れ
る
所
が
、
勝
倉
城
跡
に
当
た

り
ま
す
。
こ
こ
は
眼
下
に
那
珂
川
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
高
台
で
、
西

側
を
除
い
た
三
方
が
崖
と
い
う
、
難

攻
不
落
な
地
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

城
郭
は
方
形
造
り
で
、
周
囲
に
土
塁

と
空
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
塁
の
多
く
は
小
学
校
の
敷
地
に
す
る

た
め
に
崩
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
西
側
の
幼
稚
園
脇
の
土
塁
は
完
全
に

残
り
、
富
士
神
社
が
祭
ら
れ
て
い
る
南
側
の
土
塁
の
一
部
も
残
っ
て
い
ま
す
。

勝
倉
城
は
「
日
本
城
郭
体
系
」
に
よ
る
と
、
鎌
倉
時
代
の
初
期
嘉
禄
2

年
（
1
2
2
6
年
）
平
井
越
後
守
明
網
が
築
き
、
そ
の
後
、
常
陸
大
操
氏
の

一
族
が
治
め
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

室
町
時
代
に
な
り
、
水
戸
城
が
江
戸
氏
の
支
配
下
に
入
っ
て
か
ら
は
、
勝

倉
城
も
奪
わ
れ
江
戸
氏
の
家
臣
、
飯
島
氏
が
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

天
正
1
8
年
（
1
5
9
0
年
）
、
佐
竹
義
塁
に
よ
る
江
戸
氏
討
伐
に
際
し
て

勝
倉
城
も
落
城
し
、
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
城
の
歴
史
は
3
6
0

年
に
達
し
ま
す
。

実
践
部
委
員
会

1
1
月
2
3
日
、
1
中
コ
ミ
セ

ン
に
て
「
落
語
を
聞
く
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
社
会
人
落

語
3
代
目
名
人
「
二
松
亭
ち
ゃ

ん
平
」
さ
ん
に
よ
る
、
不
登

校
の
生
徒
へ
の
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
の
思
い
や
り
を
描
い
た
創

作
落
語
「
学
校
へ
行
こ
う
」

と
、
江
戸
文
化
を
伝
え
る
落

語
「
幾
代
餅
」
が
披
露
さ
れ

た
。
名
人
の
熱
演
で
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

将
に
残
る
烙
い
ぬ

戦
前
の
農
家
の
害
ら
し

西
中
根
自
治
会
　
安
　
　
三
代

私
が
亨
ど
も
の
頃
（
昭
和
1
0
～
1
5
年
頃
）
の
一
番
の
思
い
出
は
、
動
物
と

の
暮
ら
し
で
す
。
当
時
は
家
の
中
で
馬
や
牛
・
豚
な
ど
を
飼
っ
て
お
り
、
気

が
付
く
と
動
物
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
人
間
の
食
事
前
に
水
と

餌
を
与
え
、
寒
い
冬
に
は
温
め
て
与
え
る
な
ど
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
し

た
。
遠
出
す
る
と
き
に
は
馬
に
乗
り
、
肥
料
や
服
な
ど
の
買
い
物
は
馬
車
で
、

那
珂
湊
ま
で
行
き
ま
し
た
。
店
に
は
、
今
の
駐
車
場
の
よ
う
に
馬
の
つ
な
ぎ

場
が
あ
り
ま
し
た
。

畑
や
田
ん
ぼ
は
馬
や
牛
に
引
か
せ
て
耕
し
ま
し
た
。
田
植
え
や
稲
刈
り
な

ど
は
手
作
業
な
の
で
、
一
家
総
出
で
行
い
ま
し
た
。
稲
は
田
ん
ぼ
に
織
田
干
し
。

ぬ
か
る
田
で
刈
っ
た
稲
を
運
ぶ
の
は
、
か
な
り
重

労
働
で
し
た
。

そ
の
頃
、
西
中
根
の
畑
は
麦
が
主
で
し
た
が
、

食
糧
不
足
の
戦
時
中
に
国
の
意
向
に
よ
り
、
多

収
穫
の
さ
つ
ま
芋
「
茨
城
二
号
亡
と
い
う
品
種
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
、
東
京
の
人
た
ち
の
餓
え
を
救

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
芋
は
あ
ま
り
評
判
が
…

∵
∴
∴
－
÷
こ
．
立
∵
、

文
化
部
会

1
0
月
2
0
日
、
茨
大
研
究
員

魚
類
資
源
学
専
門
の
二
平
章

先
生
に
よ
る
「
残
し
た
い
伝

え
た
い
魚
食
文
化
」
と
題
す

る
講
演
会
を
開
催
。
カ
ツ
オ

は
薬
理
効
能
が
あ
る
の
で
、

積
極
的
に
食
べ
て
欲
し
い
と

話
さ
れ
た
。

講
演
後
、
カ
ツ
オ
節
削
り

と
、
カ
ツ
オ
湯
の
試
飲
・
カ

ツ
オ
だ
し
を
使
っ
た
そ
ば
の

試
全
体
額
が
あ
り
、
8
0
人
の

参
加
者
は
カ
ツ
オ
の
美
味
し

さ
を
味
わ
っ
た
。

環
境
部
会

7
月
2
7
日
、
県
生
活
環
境

部
廃
棄
物
対
策
課
及
び
市
担

当
者
6
人
を
講
師
と
し
て
、

「
①
み
ん
な
の
日
で
不
法
投

棄
防
止
②
コ
ミ
の
減
量
化
と

リ
サ
イ
ク
ル
」
の
題
で
講
演

会
を
実
施
し
た
。

会
場
の
1
中
コ
ミ
セ
ン
に

は
各
自
治
会
と
環
境
部
会
員

な
ど
6
0
人
が
参
加
し
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
る
分
か

り
や
す
い
説
明
と
、
活
発
な

体
育
部
会

1
0
月
2
0
日
、
石
川
運
動

ひ
ろ
ば
で
3
0
4
人
参
加

し
て
、
三
世
代
交
流
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。結

果
報
告

＊
ペ
タ
ン
ク

一
般
の
部

優
　
勝
　
大
平
第
一
睦
会

準
優
勝
　
笹
野
長
寿
会

三
　
位
　
東
中
根
団
地
A

家
族
の
部

優
　
勝
　
勝
倉

準
優
勝
　
西
中
根

＊
輪
投
げ

優
　
勝
　
大
成
町
C

準
優
勝
　
西
中
根
」
八
美
会
B

三
　
位
　
大
平
睦
会
A

＊
グ
ラ
ン
ド
コ
ル
フ

優
　
勝
　
ふ
じ
や
ま
A

準
優
勝
　
金
上
C

三
　
位
　
金
上
A

福
祉
部
会

9
月
4
日
、
一
中
地
区
の

1
4
自
治
会
か
ら
8
1
人
が
参

加
し
て
、
栃
木
県
の
「
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
益
子
」
で
地
域
の

福
祉
向
上
に
つ
い
て
の
研
修

会
が
行
わ
れ
た
。

全
員
で
、
地
域
福
祉
情

報
交
換
及
び
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
。
帰
り

に
は
益
子
焼
き
を
見
学
し

て
、
参
加
者
間
の
交
流
・
親

睦
が
深
め
ら
れ
た
有
意
義
な

一
日
だ
っ
た
。

安
全
防
災
部
会

9
月
5
日
、
2
8
人
の
参
加

で
西
警
察
署
交
通
課
係
長
に

よ
る
「
交
通
事
故
防
止
」
の

安
全
教
室
を
実
施
。

昨
年
の
全
国
事
故
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
追
突
・
出
会
い

頭
事
故
件
数
が
全
体
の
7
割

と
多
く
、
事
故
防
止
に
は
安

全
な
車
間
距
離
・
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
全
席
着
用
・
交
差
点

の
安
全
確
認
な
ど
の
励
行
運

転
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。
ゆ

と
り
あ
る
運
転
を
し
よ
う
と

の
講
話
だ
っ
た
。

青
少
年
部
会

青
少
年
部
会
で
は
、
1
1
月

1
1
日
の
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

に
滞
日
と
手
作
り
工
作
コ
ー

ナ
ー
で
参
加
し
た
。

チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
・
綿
あ
め
・

金
魚
す
く
い
な
ど
の
滞
日

コ
ー
ナ
ー
は
、
朝
の
雨
で
人

出
を
心
配
し
た
が
子
ど
も
た

ち
で
賑
わ
っ
た
。
手
作
り
工

作
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
員
と

お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
遊
ん
だ
。

特
に
モ
ー
ル
で
作
る
ミ
ニ
ツ

リ
ー
が
人
気
で
、
早
々
に
材

料
が
な
く
な
る
程
だ
っ
た
。
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・
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ノ
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勝
倉
小
学
校
区
の
広
報
凍

∵
∴
了
∴
…

月
か
ら
鈴
木
一
恵
さ
ん
が
か

就
任
し
ま
し
た
。
　
　
　
☆

今
回
は
、
幅
広
い
年
代

の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
か

る
よ
う
、
幼
稚
園
・
小
学
か

校
・
中
学
校
の
話
題
を
取
凍

二
二
立
㍉
ニ

る
よ
う
、
情
報
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
…

橋
桁
酢
汁
純
絹
U
等
芸
か★


